
水道連結型スプリンクラー設備概要 

小規模施設用スプリンクラー設備等評価基準策定検討会（平成１８～１９年）消火実験概要 

参考資料２－４ 
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火源Ⅰ 

ＳＰヘッド 

点火位置 

ｿﾌｧ ｶﾗｰﾎﾞｯｸｽ 

火源Ⅱ 火源Ⅲ 

火源Ⅳ 火源Ⅴ 火源Ⅵ 

可燃物配置図 

○ 燃焼物はソファで、袖に設置したカラーボックスは、延焼の影響を確かめるもの
として設置 

○ 周囲壁は、実験目的に応じて、たれ壁、２面壁＋２面たれ壁、４面壁＋開口部 

①ソファモデルに対する消火抑制効果確認実験 
②内装への延焼抑制効果確認実験 

 

 
 

火源Ⅰ～Ⅲ 

火源Ⅳ～Ⅴ 

火源Ⅳ～Ⅵ 

2.6
ｍ 

7.35
ｍ 



４面ともたれ壁45cm ①ソファモデル単体に対する消火抑制効果確認実験 ４面ともたれ壁45cm 

実験結果概要  
○ 全てのケースにおいてソファを消火することは不可能であり、ほぼ全焼している。ほとんどの場合
放水開始後火炎高さや天井付近気流温度が低下するもののソファ内部で徐々に火災が拡大し、未
燃焼部分の燃え上がりによる２度目のピークが発生した。 

○ ４個計４８～７２L/minの放水条件で放水した場合、放水開始後火炎高さや天井付近気流温度が低
下し、２０分間の放水後、ソファはほぼ全焼したがカラーボックス内部への延焼は概ね抑えられた。 
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右の実験区画で 
○放水量12～18㍑/分/ヘッド１個 
○放水圧力0.13～0.022Mpa 
の要件の下、１回の自由燃焼、７回の消火
実験を実施 

ヘッド作動直後の火災状況と２０分放水後の可燃物 



※５ 延焼状況   
可燃物  
△：ソファ燃焼を遅延し、カラーボックス内側へ延焼したが燃え止まった 
－：ソファ燃焼は若干遅延したが、実験中止したため判断できない 
壁・天井  
○：着炎せず、放水開始後２０分間燃え抜けなかった 
△：着炎したが消火し、放水開始後２０分間燃え抜けなかった 
×：着炎して消火せず、放水開始後２０分以内に燃え抜けた 

②内装への延焼抑制効果確認実験 
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可燃物 配置 
放水開始 
時間※１ 

放水開始 
発熱速度 ※２ 

ヘッド 
作動数 

ﾍｯﾄﾞ１個あたり流量 
放水圧力※３ 

延焼状況 ※４ 

可燃物 壁 天井 
ソファ+カラーボックス（両

側２段） 
壁際 １４０秒 ６３９ｋＷ ４ 

１４L/min 
０．０２２ＭＰａ 

△ △ △ 

ソファ+カラーボックス 
（片側１段） コー

ナー 

１３５秒 ３５８ｋＷ １ 
３０L/min 

０．１０ＭＰａ 
○ △ ○ 

ソファ+カラーボックス 
（両側２段） 

１３７秒 ２７８ｋＷ ２ 
２３L/min 

０．０５９ＭＰａ 
△ △ ○ 

※１ 放水開始時間：最初のスプリンクラーヘッドが作動した時間 
※２ 放水開始発熱速度：放水開始時間の火点から６m位置の輻
射から換算 
※３ 流量・圧力：そのケースのヘッド作動数が作動した時の放水
条件  

※４ 延焼状況  可燃物 
○：ソファ燃焼を遅延し、カラーボックス内側への延焼が無かった 
△：ソファ燃焼を遅延し、カラーボックス内側へ延焼したが燃え止まった 
壁・天井 
○：着炎せず、放水開始後２０分間燃え抜けなかった 
△：着炎したが消火し、放水開始後２０分間燃え抜けなかった 
 

内装準不燃の場合 

内装難燃の場合 

可燃物 配置 
放水開始 
時間（秒） 

放水開始 
発熱速度 

※３ 

ヘッド 
作動数 

ﾍｯﾄﾞ１個あたり流量 
放水圧力 ※４ 

延焼状況 ※５ 

可燃物 壁 天井 

ソファ+カラー
ボックス 

（両側２段） 
壁際 

１３２ ※１ ５２５ｋＷ ２ 
２３L/min 

０．０５９ＭＰａ 
△ △ ○ 

１７１ ※２ ２７５３ｋＷ ４ 
１５L/min 

０．０２５ＭＰａ 
― × × 

※１ 放水開始時間：最初のスプリンクラーヘッドが作動した時間 
※２ 放水開始時間：最初のスプリンクラーヘッドの作動後約４０
秒経過して放水 
※３ 放水開始発熱速度：放水開始時間の火点から６m位置の
輻射から換算 
※４ 流量・圧力：そのケースのヘッド作動数が作動した時の放
水条件 



木質内装の場合 

実験 
番号 

可燃物 配置 
放水開始 
時間※１ 

放水開始 
発熱速度 ※２ 

ヘッド 
作動数 

ﾍｯﾄﾞ１個あたり流量 
放水圧力※３ 

延焼状況 ※４ 

可燃物 壁 天井 

B-６ 
ソファ+カ
ラーボック

ス 
（両側１段） 

４ヘッド 
中央 

１４７秒 ７２６ｋＷ ４ 
１４L/min 

０．０２２ＭＰａ 
○   ○ 

Ｃ-７ 
１ヘッドの防
護範囲内 

１４０秒 ２９４ｋＷ ３ 
３０L/min 

０．１０ＭＰａ 
○   ○ 

Ｃ-８ １５４秒 ３０４ｋＷ ３ 
３０L/min 

０．１０ＭＰａ 
○   ○ 

B-４ 

ソファ+カ
ラーボック

ス 
（両側２段） 

壁際 

１４７秒 ５６１ｋＷ ４ 
１４L/min 

０．０２２ＭＰａ 
― × × 

Ｂ-５ １５２秒 ６４３ｋＷ ２ 
３０L/min 

０．１０ＭＰａ 
○ △ ○ 

Ｃ-９ １５７秒 ７５５ｋＷ ２ 
３０L/min 

０．０５ＭＰａ 
△ △ ○ 

Ｃ-１０ １５２秒 ５５６ｋＷ ４ 
３０L/min 

０．１０ＭＰａ 
― × × 

※１ 放水開始時間：最初のスプリンクラーヘッドが作動した時
間 
※２ 放水開始発熱速度：放水開始時間の火点から６m位置の
輻射から換算 
※３ 流量・圧力：そのケースのヘッド作動数が作動した時の放
水条件 

※４ 延焼状況可燃物 
○：ソファ燃焼を遅延し、カラーボックス内側への延焼が無かった 
△：ソファ燃焼を遅延し、カラーボックス内側へ延焼したが燃え止まった 
－：ソファ燃焼を遅延したが、実験中止したため判断できない 
壁・天井 
○：着炎せず、放水開始後２０分間燃え抜けなかった 
△：着炎したが消火し、放水開始後２０分間燃え抜けなかった 
×：着炎して消火せず、放水開始後２０分以内に燃え抜けた 
 

4 図４－７ 木質壁際の実験後状況（左：C－９ 右：C－１０） 
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○一般火災モデルと内装の組合わせに対する消火抑制効果確認実験 

前述の実験では、危険側のシナリオと思われるソ
ファに対し直接点火する方法で実験を行ったが、よ
り現実的なシナリオとして、ゴミ箱から発炎し隣接
する家具（カラーボックス）、カーテン、内装へ延焼
する想定 

一般火災モデルの実験後状況 
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可燃物 配置 内装 
放水開始 
時間※１ 

放水開始 
発熱速度※２ 

ヘッド 
作動数 

ﾍｯﾄﾞ１個あたり流量 
放水圧力※３ 

延焼状況 ※４ 

可燃物 壁 天井 

ゴミ箱+ 
 ｶﾗｰ
ﾎﾞｯｸｽ 

+カーテ

ン 

壁際 

準不燃 ６７０秒 １４８ｋＷ ３ 
１８L/min 

０．０３６ＭＰａ 
○ ○ ○ 

難燃 １０８３秒 １４８ｋＷ ２ 
２３L/min 

０．０５９ＭＰａ 
○ ○ ○ 

木質 ７６９秒 １４５ｋＷ ２ 
３０L/min 

０．１０ＭＰａ 
○ ○ ○ 

難燃 

７２７秒 １５６ｋＷ ２ 
２５L/min 

０．０３４ＭＰａ 
○ ○ ○ 

ｺｰﾅｰ ８８３秒 １６１ｋＷ ２ 
２３L/min 

０．０５９ＭＰａ 
○ △ ○ 

壁際 ７０８秒 １２６ｋＷ ２ 
１５L/min 

０．０２５ＭＰａ 
○ △ ○ 

※１ 放水開始時間：最初のスプリンクラーヘッドが作
動した時間 
※２ 放水開始発熱速度：放水開始時間の火点から６
m位置の輻射から換算 
※３ 流量・圧力：そのケースのヘッド作動数が作動し
た時の放水条件 

※４ 延焼状況  
可燃物 
○：放水開始時点から殆ど火災拡大しない 
壁・天井 
○：表面付近は損傷したが、放水開始後２０分間燃え抜けな
かった 
△：炭化が裏面まで進み、放水開始２０分以内に裏面に亀裂
が生じた 

一般火災モデルの実験結果 

一連実験結果を踏まえて、 
○放水量は３０㍑/分/ヘッド１個とし、４個の同時放水を想定 
○内装を準不燃とした場合には、１５㍑/分/ヘッド１個 
としている。 



前項第一号及び第九号に掲げる防火対象物又はその部分で延べ面積が千平方メートル未満のものに
設置されるスプリンクラー設備のうち、当該スプリンクラー設備に使用する配管が水道の用に供する水
管に連結されたもの 
（消防法施行令第１２条第２項第四号） 

○ブースターポンプにより、配水管の水圧への影響がないこと。 
○水が停滞する構造ではないこと。 
○給水装置の材質や塗料の浸出等による水の汚染がないこと。 

水道法上の留意事項 

 
想定される配管方式 
 

(1) 直結式 ［水道法］ 
 ア 直結直圧式 
 イ 直結増圧式   

         (ｲ-1) 直送式    (ｲ-2)高架水槽式   
(2) 受水槽式 ［水道法＋建築基準法］ 
 ア 高架水槽式 
 イ 圧力水槽式 
 ウ ポンプ直送式 

 

止水栓

給水栓等

道 路

水道メータ

給水分岐管配水管

ＳＰヘッド

Ｍ

 

給水栓等 ＳＰヘッド

 

給水栓等 ＳＰヘッド

 

給水栓等 ＳＰヘッド

高架水槽

P

加圧送水装置

 
 

給水栓等 ＳＰヘッド

 

給水栓等 ＳＰヘッド

 

給水栓等 ＳＰヘッド

高架水槽

PP

加圧送水装置

 

直結式 
スプリンクラーヘッドを含め全
体が水道法の給水装置とな
り、同法の適用を受ける。 

受水槽式 
受水槽に吐水空間を設けた場合
は、受水槽から2次側は建築基
準法の適用となる。 
※受水槽に吐水空間を設けない
場合は、全て水道法の適用。 

特定施設水道連結型スプリンクラー設備とは 

特定施設水道連結型スプリンクラー設備方式等 
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特定施設水道連結型スプリンクラー設備の配管方式イメージ 
№ 図

直結式 1

直結式 直結増圧式 直送式 2

直結式 直結増圧式 高架水槽式 3

方式

直結直圧式

※一般の給水とスプリ
ンクラーを系統分けす
る方法

※一般の給水とスプリ
ンクラーを系統分けす
る方法

高架水槽

P

特定施設水道連結型スプリンクラー設備方式等 
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特定施設水道連結型スプリンクラー設備の配管方式イメージ 

受水槽式 4

受水槽式 5

高架水槽式

圧力水槽式

高架水槽

PP

圧力水槽

PP

特定施設水道連結型スプリンクラー設備方式等 
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特定施設水道連結型スプリンクラー設備の配管方式イメージ 

受水槽式
ポンプ直送
式

給水・消火兼用 6

受水槽式
直結・受水
槽併用式

消火専用 7

充水

PPPPPP

特定施設水道連結型スプリンクラー設備方式等 
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水道連結型スプリンクラー設備のヘッド 

３．６メートル四方（８畳＝概ね１３㎡）の室で放水試
験を行い、壁面を有効に濡らす性能を確かめる。 

燃焼物に放水すると共に、室の壁面を濡らすこと
で延焼拡大を抑制性能を有するもの（小区画型
ヘッド）。 

2.6ｍ 
3.6m 

○ヘッドの基準 閉鎖型スプリンクラーヘッドの技術上の規格を定める省令 
 床面から天井下０．５ｍまでの壁面を有効に濡らすこと。  

2.6ｍ 

7.35ｍ 

小区画型ヘッドの放水等の範囲 
○ヘッドを中心に半径２．６ｍの範
囲 
○壁を濡らすことによる延焼拡大
抑制のため、３．６ｍ角の範囲（１３
㎡・８畳程度） 

水道連結型スプリンクラー設備の性能 
○最大の放水区域に設置されるヘッドの個数（４個以
上の場合は４個とする）のヘッドを同時に放水した場
合に所定の放水圧力・放水量が得られること 
（最大で５２㎡までの性能を規定している。）。 
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参考  水道配管との関係 

水道水の衛生的な観点から配管内の滞留水を防止した施工をする必要がある 

対策：配管を一筆書きに敷設         問題点：末端ほど放水圧力が低下しやすい 

ヘッド 

通常のスプリンクラー配管敷設⇒枝管の敷設が可能 

ヘッド 

水道連結型スプリンクラー設備⇒一筆書きの例 

圧力低下 

通常の水道 

水道メーターから給水 

給水装置と区分するため
の弁が開発されている 

M 

水道メーターから給水 
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参考 パッケージ型自動消火設備 

○５項・６項の１００００㎡まで対応
可能 
○感知器（２つのAND）の信号で自

動的に消火剤を放出する自動消
火設備であり、スプリンクラー設備
に代えて設置できる（ルートB） 
○水源、ポンプが不要 
○隣接放射区域同士は異なるユ
ニットで警戒する（左図・３ユニット
が必要） 

図：株式会社モリタ防災テック 


